
　

小林市立東方中学校　学校便り　文責　教頭　山之口善徳

平成３０年３月２９日
赤木恵志郎　　自分の好きな道を歩いていきます。
桒水流　陸　　道を自分で切り拓き強く生きる。
小島蓮太郎　　みんなと過ごした楽しかった中学校生活を忘れません。
齊藤　輝　　　頼りになる消防士になりたい。
坂之下佳将　　みんなが僕のことを好きなように、僕もみんなが大好き。
谷山　大輝　　みんなにおいしいと言われる調理師になりたい。
中窪　翔　　　みんなそれぞれの道で頑張ろう。
増田　和真　　自分のやりたいこと、道を見失わず生きていきたい。
山田　輝　　　自分の夢を叶えるためにこれからも頑張ります。
ノ薗　陽　　自分にあった道を、自分らしく生きていきます。

上野　優希　　親孝行できるように、そして自分らしく生きたい。
榎窪　愛莉　　いろんな人に信頼される介護士になりたい。
大久津芽唯　　みんなを笑顔にできるような介護士になりたい。
谷之木さくら　自分の目標に向かって突き進むパティシエになりたい。
德永　真央　　感謝の気持ちを忘れず、みんな頑張ろう！
永迫美羅乃　　みんなが笑顔になるお菓子を作るパティシエになりたい。
東原　麗　　　みんなに頼られるような助産師になりたい。
森岡　真由　　困ったときに頼ってもらえる看護師になりたい。
八重尾かすみ　人を笑顔にし、みんなに必要とされる存在になりたい。　

東方の皆さまに感謝、感謝！　東方中学校長　湊　正

　今後とも、東方中学校の教育活動へのご支援、ご協力を
引き続き賜りますよう、よろしくお願いいたします。

　地域の皆さまには、日頃より本校の教育活動に、ご理解とご協力をい
ただき深く感謝申し上げます。この度の定期異動で、南部教育事務所へ
異動することになりました。２年間の勤務でしたが、素直で日々成長す
る生徒、東方中への協力を惜しみなくいただいた保護者・地域の皆様に
支えられ、充実した幸せな日々を過ごすことができました。　　　　　　
保護者・地域の皆様には、言葉では言い表せない感謝の気持
ちで一杯です。本来ならば、お一人お一人にお礼を申し上
げるべきところですが、お許しいただきたいと存じます。

東方中学校を１９名が巣立っていきました

お世話になりました。本校を離れる先生方です。

　1年間という月日は、本当にあっ
という間に過ぎた感じがいたします。
東方の心温かい地で、夢を追う輝く
子供たちと一緒に学習できたこと、
本当に幸せでした。毎日が楽しく充
実していて、ずっと続いてほしいと
思う日々でした。
　自分自身の大切なものを再確認で
きた1年だったと感じています。
　たくさんの方々に出会い、協力・
応援していただきましたこと、感謝
の限りです。何もできませんでした
が、大変お世話になりま
した。ありがとうござい
ました。
松田直樹先生（保体）
　　　　　　小林中へ 

　小学校を卒業した子供たちと、中
学校入学式で再会し、再び中学校を
巣立つまでを見届けられたという、
私にとってとても幸せでした。小中
学校ともに関わることができて良
かったと感じています。
　子どもたちの純粋で素直なところ
が、音楽にも表現され、東方の音楽
はとても心に響くものがあり大好き
でした。東方から離れますが、子た
ちのことを応援していきたいと思い
ます。保護者・地域の方々にも、ご
理解、ご協力していただき、　　　
感謝しております。６年　　　　　
間、お世話になりました。　　　　
ありがとうございました。　　　　　
原之園美紀先生（音楽）　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　紙屋小へ
　



し ４月　９日（月）　　１学期始業式　新任式　　　　　　　　　　　　　　　　　
４月１１日（水）　　第７２回入学式　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４月１９日（木）　　家庭訪問（～２６日）　　　　　　　　　　　
４月２２日（日）　　参観日　PTA総会　　　　　　　　　　　　　
４月２３日（月）　　振替休業日　　　　　　　　　　　　　　　　　
５月１２日（土）　　東方ボランティア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

今後のおもな学校行事（予定）

　 お一人暮らしをされている方に花を届けました。

５月１５日（火）　　第１回定期テスト（～１６日）　　　　　　　　　　　　　　　　　
５月２２日（火）　　鑑賞教室　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　３月１２日（月）に、毎年行っている「地域
の方に、花を届ける活動」を行いました。生徒
５１名が地域で、一人暮らしをされている９４
名の方に、１年間かけて育てた花を一軒一軒ま
わって配って回りました。楽しみにされている
方も多かったようで、生徒達に「いつもありが
とう。」と声をかけていただきました。中には
留守されている所もありましたが、学校に「帰
ったら花が届いていました。ありがとうござい
ました。」と連絡がありました。私も東方にき
て初めての活動でしたが、地域の方と生徒たち
をつなぐ素晴らしい活動だと思いました。

　

こすもー丼給食交流！

　３月８日（木）は、毎年恒例の宮崎牛を使った給食交流でした。メ
ニューは「こすもー丼」。生徒達も楽しみにしている年に１回の給食
です。さすがは、畜産の盛んな小林市ですね。私も、初めて給食で宮
崎牛を味わいました。食レポ風に言いますと、口の中に入れた時に、
ジューシーで柔らかく、全体に甘味がひろがり、もう感激のおいしさ
です。生徒も感想を述べていましたが、食材に感謝し、牛を飼育され
ている畜産業のみなさんに感謝、そして毎日おいしい給食をとどけて
くれる給食センターのみなさんに　　　　　　　　　　　　　　　　
改めて感謝ですね。この日は、東　　　　　　　　　　　　　　　　
方地区で、牛を飼育されている３　　　　　　　　　　　　　　　　
名の方々に、生徒と一緒に給食を　　　　　　　　　　　　　　　　
食べていただきました。実は、生　　　　　　　　　　　　　　　　
徒の保護者もおられて、子どもさ　　　　　　　　　　　　　　　　
んのとなりで給食を一緒に食べる　　　　　　　　　　　　　　　　
微笑ましい光景も見られました。　　　　　　　　　　　　　　　　
来校いただいたみなさんありがと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
うございました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

小林霧島連山絶景ウォーク

　２月２４日（土）小林市内で、霧島連山絶景ウォークが開催されま
した。土・日に開催され、２日間で2000名の参加者が、全国各地から
集まります。この日は、東方地区体育館が休　　　　　　　　　　　
憩ポイントとなり20kmと30kmの部に出場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
した500名ほどの参加者が通過しました。本　　　　　　　　　　　　　　　
校の生徒たちもボランティアで参加しました。　　　　　　　　　　　　　　
九州各県の方がほとんどでしたが、中には四　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
国、大阪、東京、遠くは新潟県や福島県から　　　　　　　　　　　　　　　　
の参加者もありました。ボランティアの生徒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
たちと記念写真をとる人、生徒たちにいろい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ろな質問をする人もいて、生徒たちも笑顔で　　　　　　　　　　　　
対応していました。東方を「とうほう」と読　　　　　　　　　　　　　　　　
む方がほとんどでしたが、アメリカ人で県内　　　　　　　　　　　　　
で働いている女性は、オリエンタルで東洋的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
と学校名の入ったのぼりを撮影しながら、　　　　　　　　　　　　　
「オリエンタル　ジュニア　ハイスクール」
と言っていました、なかなかいいひびきですね。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　新燃岳が７年ぶりに噴火しました。新燃岳とい
うと、私が中学高校時代に秋の遠足で何度か登っ
たことがあります。その頃は、噴火口はあっても
休火山と思っていました。今では、終息しても、
新燃岳はもちろん、高千穂峰、韓国岳など学校で
遠足は計画できませんね。少年時代、三松の田ん
ぼで見た高千穂峰。山という漢字は、高千穂峰の
姿からできたと信じ、いつか登りたいという夢を
叶えた時の感動が今でも忘れられません。帰郷し
て自然の偉大さを改めて感じています。　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　教頭　山之口　善徳

３月６日中学校から見たの
新燃岳の噴火。長く小林か
ら離れていましたので、初
めて見てびっくりしました。


